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私は２０１３年３月４日から２９日まで Oxford University の Nuffield Department of Clinical Medicine に医学
教育振興財団より派遣していただいた。ここでの実習は私の人生においてかけがえのないものとなったこと
は間違いないだろう。その中でも、本実習を通して乗り越えた困難、それによって得られたもの、そしてこ
れから海外へいかれる皆様へどのようなことが英国の臨床実習で期待できるかを伝えたいと思う。また、最
後に具体的な実習のスケジュールを添えて細かい一日の動きを示すこととする。
注意書きとして、私が本実習にあたって掲げた大まかな目標は次の３つである。１つ目はイギリスの医療
現場を肌で感じ、診療のプロセスを理解すること。現地の医師が行うような診察が自分でできるようになる
とは思えなかったが、どのような考え方で診療を行っているのかを学びたかった。きちんと疫学や臨床推論
に基づいた考え方のトレーニングを受けたかった。２つ目は、イギリスの医療制度がどのように現場で活き
ているのかを患者、医療従事者双方の観点から自分なりに捉えること。そして最後に、留学中に見て感じた
ことから、卒業して医師として現場に立ったときの自分の医師像、そしてその先自分がどう社会に貢献して
いけるのかを考え直し、より明確な目標、夢を持つことに繋げること。これから報告する内容は、これらの
目標があった上で自分が見たことや感じたことであるため、それを踏まえてこの報告書を参考にして頂きた
いと思う。
１．医療システムの違い
英国の医療システムや社会モデルなど、日本と共通点が多いことはよく知られている。日本と同じく国民
皆保険をとても大切にしている国であり、National Health Service（NHS）という国営の医療サービス事業
により国の医療全体が管理されている。また、イギリスは日本より少し遅れている高齢化社会であるが、そ
れでも私が所属していた科の患者のほとんどは６５歳を超える高齢者であった。表面上日本ととても似ている
点は多いが、実際入り込んでみるととても興味深い世界であり、このような社会で医療を提供する上で理解
しなければならないことは多かった。
まず、私が所属していた Nuffield Department of Clinical Medicine について説明する。これは Oxford の
教育関連病院である John Radcliffe Hospital（JR）病院内では別の正式名称である Acute General Medicine
（AGM）と呼ばれていたり、Acute Medicine、またはシンプルに Medicine と呼ばれている。この名前の落
ち着かない感じが不思議なのだが、それには理由があり、実はこの科はイギリスの中でも少し特殊なのであ
る。JR 病院の AGM は急性期医療を提供する科であるため、受け入れる新患は全て Emergency
Department または Emergency Assessment Unit を通って来る。急性期の患者は日本と同じで、大きく分
けて救急車またはウォークインで来るのだが、その後外科か内科で分けられる。内科に振り分けられると、
重症度に応じて適切な科へ更に振り分けられる。このようなシステムになったのは２００２年からであり、その
とき「four-hour target in emergency departments」が唱えられた。これは NHS の全ての急性期病院に対
して２００４年までに実現することを目標として設定されたゴールであり、Accident & Emergency（A&E）
を訪れた９８％の患者を４時間以内に診察することが課された。A&E の改善を推進するための政策であった
が、これにより acute assessment unit が作られ、acute medicine の医師が登場した。このためイギリスの
多くの病院では、内科に振り分けられた患者は４時間以内に診てもらわなければいけないと判断されたら
A&E、１２時間以内であれば acute medicine、２４時間以内であれば general medicine に振り分けられる。
Acute medicine は通常の場合急性期医療の専門医が診療を行っているのだが、JR にはこの acute medicine
というものが存在しない。そのため acute medicine と general medicine を両方掛け持ち、AGM として一
つの科が成り立っている。また、general medicine、いわゆる日本の総合診療内科のようなところでは高齢
者が多いため、AGM のコンサルタントの多くは老年医学の専門医である。まず、このような構図が分かる
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とどのような患者の層を診ることになるかが少し予想できる。また、自分が受け持った患者は家へ帰すか、
general medicine として入院で診るか、専門科へ相談するかの３パターンがある。
ざっくりと大まかな医療システムのベースを示したが、このような簡単なシステムを理解することも始め
のうちは困難だった。しかし分からないと、学生としても医療面接をするにも動きにくい部分があり、自分
が分からないことにあたった場合誰に助けを求めたら良いか、患者さんのためにどうすれば良いのかもわか
らなくなってしまう。特に AGM はとても忙しい科であるため、わからないことは自分から率先して聞くこ
とがとても大事であった。イギリスという特別な地での実習を更に充実したものにするためにもこのような
部分を積極的に探求するのも一つの大きな楽しみであったと今振り返って思う。
２．コミュニケーションとテクノロジー
私はアメリカで生活をしたことがあるのだが、イギリスに行って驚いたのはどれだけアメリカと文化が異
なっていたかである。イギリスから独立した国であり、同じ言語を使っていながらこんなにも違うのかと強
く感じた。個人的な感想としては、イギリスの文化は日本との共通点の方が目立っていた。例えば、オック
スフォードは特にそうなのかもしれないが、伝統や古き良きもののあり方を守るさま、そしてコミュニケー
ションで重要となる礼儀の大切さなど。英語にはあまり敬語というものが無いが、初対面の人、特に目上の
人などに対しての言葉遣いや振る舞いはイギリスではとても重要視される。日本では慣れてくると忘れてし
まいがちなしっかりとした挨拶、自己紹介などはイギリスでは患者さんからの信頼を得るための第一歩であ
る。AGM の学生として最も医学の勉強を行えるのが恐らく医療面接であるが、ここで良いコミュニケー
ションを通じて患者さんと良好な関係を築くことの重要性は言うまでもないだろう。しかしコンサルタント
の回診を通して気づいたことはスキンシップによって患者さんが安心感を得ていたことだった。必ず自己紹
介をするときは患者さんと握手をし、ベッドサイドに座り、患者さんの手を軽く握って会話をする。これを
ほとんどの患者で同じようにルーチンとして行っていたが、これはきっとイギリスでは大事なコミュニケー
ションになっているのだと感じた。他にも辛そうな患者さんの肩や背中をさすってあげることは、簡単であ
るが医師として自分の気持ちを伝える上で重要であると思った。私もこれらを見習って実行することで少し
でも患者さんとの距離を縮めるよう努めた。
しかし何といっても最も困難な部分はやはり言葉を通したコミュニケーションであった。日本の英語教育
はアメリカ英語で行われているためアメリカ英語の方が馴染みがあるケースが多いが、その場合イギリス英
語の発音はとても聞き取りが難しい。それは容易に想定されることであるが、逆に自分もアメリカ英語の発
音で話すと聞き取ってもらえない場合が多々ある。特に AGM では Mini Mental State Examination や
Montreal Cognitive Assessment などを高齢の患者さんに対して行う機会が何度かあったのだが、正しく聞
き取ってもらえないと行えないテストがいくつもあり、それ以外でもスムーズに会話が出来るようイギリス
英語をなるべく話すよう心掛けた。留学前の準備段階でも、簡単なイギリス英語の発音練習などが出来れば
役に立つと思う。また、重さの単位で体重をキログラムではなく stones という単位（１stone は約６kg）
で表す患者さんが多いためそのようなイギリス特有の表現なども学習できれば良いかもしれない。
コミュニケーションと密接に関わるのがテクノロジーであるが、今の時代に日本の病院で最も欠かせない
テクノロジーがコンピューターや情報技術だろう。電子カルテ化されているところが多く、様々な情報は全
てコンピューターで管理されている。しかしイギリスはこれがほとんどの病院で一般化されていない。一部
の情報が電子化されていたとしても、患者さんのカルテなど多くの書類はまだ紙媒体のままになっている。
この事実をどう受け止めるかは様々な観点から捉えられるが、私にとっては初め戸惑いが大きかった。ただ
でさえ英語を読むのが困難であるのにそれぞれの医療従事者で異なる手書きを読み取ることは毎日の試練で
あった。この試練を乗り越えるために近道は無かったが、一つ出来ることはなるべく多くの患者を受け持つ
ことである。というのも、初診のときから医療面接を自分で行っていればストーリーが最初からわかるよう
になる。そうすると、あまり把握していない患者さんでは読めないようなカルテでも、なんとなく推測して
読めるようになる。また、紙カルテを利用することによって紛失が起こることやログが残らないこと、更に
他の医療スタッフと使う時間が被ると譲り合わなければいけないなど、それによって起こる問題や効率のダ
ウンなどは容易に想像できるだろう。しかし紙カルテを利用することの利点としては、レイアウトにかなり
自由が利くことだと思った。例えば強調したいポイントを囲ったり、大きく書いたり、アンダーラインした
り、スペースの使い方を変えたりなどと出来ることがたくさんある。図も自由に書けるため、皮膚、肺、腹
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部の身体所見や浮腫が生じている部位などを簡単に示すことが出来る。これらはときに文章に勝る読み手の
効率アップに繋がっている。実習している間は読めなくてもたくさんのカルテに目を通し、自分が読みやす
いと思ったカルテの書き方を学んで試行錯誤してみると、患者さんをコンサルタントにプレゼンテーション
するときにお互いのコミュニケーションが良くなっていく事が期待できる。
上記で述べたようにコミュニケーションにおいて物理的な問題は確かに多い。しかしやはり最も大事なと
ころは内容であるが、そこに関してはどうだったか。正直なところ、私が目標に掲げていた疫学や臨床推論
は少なかったが、「患者中心の医療」という印象は強かった。特に「痛み」というものに対しては躊躇無く
介入していた。これは日本より患者さんの待ち時間が長いことにも関係があるのかもしれないが、トリアー
ジステーションなど医師の診察前でも痛み止めは決められた量を必ず投与していた。また、患者さんの訴え
と検査データは必ず別のものとして扱っていて、病棟回診でも必ず患者さんのその時点での体調や訴えを
しっかり聞いていた。また、イギリスで必ず重点を置くのが社会的背景であり、どこに誰と住んでいるか、
ホームヘルパーはいるか、モービリティがどれくらいなのかなどと、高齢者では必ず突っ込んで聞くように
している。これはもちろん退院出来るかどうかを考えるうえで必要なのだが、安全に退院出来るか、つまり
また同じ問題で病院に戻ってくることを防ぐために必要なのである。患者本人が理解出来ない場合はもちろ
ん同居人などへの教育が鍵となる。このように患者さんの病気だけでなく目の前の医学的な問題を解決した
後のことまできちんと考えて治療をすすめることがイギリスの医療であり、もちろん学生もこれを理解した
うえで医療面接をすすめていかなければならない。忙しいためこのような情報は日本では患者さんに聞かな
いことも多いが、忙しいからこそ予防に努めることで最終的に患者さんのためにも医療従事者のためにも良
くなることはあるのかもしれない。
３．学生という立場をどう生かすか
何といっても学生の本業は「学ぶ」ことである。医学生である以上学ぶことは義務であると言えるだろ
う。これを忘れずに実習に臨むことが私は大事だと思う。この第一ステップとしては、もちろん何を学びた
いかを明確にすることであるが、実際行ってみたら自分の学びたいことが学べない状況に遭遇することはあ
るし、思いどおりに行かないことだってたくさんある。その場合とれる方法としては２通りで、一つは別の
目標を探す、そしてもう一つは自分の目標を達成出来そうなところを別に探すことである。実際のところ今
回の実習期間で私は両方の選択枝をとったが、前者は比較的容易に出来て新しいものが見えてきた。しかし
やはり自分の掲げた目標は捨てきれず、それを達成するために色々な人に相談をしてみた。自分の中で迷い
があったり辛いときもあったが、最終的には自分が納得いくような実習になったため最後まで目標は残して
おいて良かったと思えた。オックスフォード大学は特に世界的にも教育水準が非常に高いことが有名である
ため、学びたいことがあるのなら学べばいいというスタンスだと思う。医療面接の際も、イギリスでは患者
さんがとても協力的であるためたっぷり時間がとれる。学生だから１時間かけてもいいから納得がいくまで
話を聞いたり身体所見をとってきて、と先生方からも言われた。厳しい選抜を通って遥々イギリスまで行っ
たのなら、自分の興味が向くところに行くのはとても良いことであり、そこでしか出来ないことをするのが
充実した実習に繋がるのだと思った。ぜひ、これから派遣される皆様は迷いなく輝かしい学生として充実し
た実習期間を過ごされることを願っています。
４．自尊心の持ち方
先ほどイギリスと日本は共通点が多いと述べたが、自尊心に関してはむしろアメリカとかなり共通する部
分であるといえる。イギリス人は礼儀やマナーを大事にしながらも自尊心がとても高い人種である。カン
ファレンスでも一人一人の医師がレベルに関わらず自分の意見をはっきりと述べて発言には責任をとってい
た。もちろん、それと同時に他の医師の意見もしっかり尊重していた。しかしイギリスでは基本的に自分か
ら話すことが求められているため「What do you think？」などと話を振られることは学生ではあまりない。
とは言っても、初めは皆の会話を聞くだけで精一杯なため自分の意見を述べることはハードルが高すぎた。
そういうときは、やはり質問をすることが最も輪に入り込みやすいと感じた。初日は分からないことだらけ
だったが、簡単に見えることでも「この略語は何ですか？」などと聞いてみるだけでも会話が少し膨らん
だ。自分のわからないことを認めることも自分を尊重するからこそ出来ることだと思う。そしてそれは相手
に自分を尊重してもらうことにも繋がる。そこから少しずつ医療チームの一員として入っていくことで、気
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付けば少しずつ自分の意見も言えるようになっていたと思う。実習の後半では、「Look at how much you
evolved！」と Senior House Officer などから嬉しい言葉をかけていただけた。また、患者さんからも感謝
の言葉をいただけたときは救われたような気持ちになった。
５．英国の医療のあり方
イギリスに渡りしばらく実習を終えたところで、私はふとロンドンオリンピックのあるワンシーンを思い
出した。それは開会式の NHS デモンストレーションだった。ロンドンオリンピックの開会式は決して華々
しさを強調するものではなく、英国らしい静かな、しかしその中でも力強さがひしひしと伝わってくるよう
な、そんな開会式だったことを覚えている。個人的にはクイーンのスカイダイビングの衝撃よりも NHS の
ディスプレイを見て、自分にはきっとわからない感覚があるということを感じさせられた記憶が強い。正直
あのとき私の NHS に対しての理解は浅く、英国の国営医療制度であることくらいしか分からなかった。日
本人感覚的には、なぜ国民皆保険制度をオリンピックの開会式で表現しているのだろうと不思議に思えて
しょうがなかった。しかし英国に渡り医療現場を実際肌身に感じ、あるときピンと来てあの記憶にフラッ
シュバックしたのだ。あれはそういうことだったのか、と思うことができた瞬間だった。私は１ヶ月しかい
なかったためイギリス人がどのような教育を受けて育っているのかは分からないが、一つ分かったことは
NHS に対して彼らには深い理解と受け入れがあることだった。オックスフォード大学とはいえ、医療技術
が物理的に利用可能な状態にあっても、医療制度などの制約から実際患者さんに提供できるかどうかは全く
別問題であった。正直なところ、日本では一般的に受けられるような検査や治療が遅れたり受けられなかっ
たりすることを何度か目の当たりにした。しかし大事なのは、この医療がイギリスでは患者さんとのトラブ
ルがほとんどなく成り立っていたことだった。特に救急現場では、朝の９時に病院に来ても待ち時間が長く
帰れるのは夜になることが多い。このような状況が日本で生じたらどうだろう。間違いなくトラブルに発展
するのではないだろうか。ではなぜこれがイギリスで成り立っているのか。それは英国国民による理解と受
容に結び付けざるを得なかった。私が４週間見てきた中で関わった患者さんは皆とても協力的で、私が時間
をかけて診察することに対しても嫌な顔一つせず快く対応してくれた。「学生は将来のためにも大事だから
ね」などと優しい言葉をかけてくれる患者さんもいた。このように患者さんの言動や態度を通し、イギリス
国民の医療スタッフや NHS に対する尊敬と誇りを感じた。NHS の目標が「全ての患者に公平な医療サービ
スを提供する」ということを本当によく理解し、受け止めているのだなと思った。よって、オリンピックの
話に戻ると、あれは決して大げさなディスプレイでもなく、しっかりと英国、そして英国国民が大事にして
いるものを表現していたことに過ぎないことがよくわかった。
他にも、細かく見てみると様々な面白い制度を取り入れていることがわかる。例えばオックスフォード大
学の関連病院では「failed discharge policy」というものがあり、入院患者さんが退院後１ヶ月以内に再入
院になった場合、理由がどうであれ病院側の責任になってしまう。これがあるため、医療スタッフは皆患者
さんの再入院を予防するために最善を尽くしている。また、レントゲンのオーダーフォームには必ず「What
should this test answer？」という問いに対する答えを書かないといけない。これにより不必要な検査を減
らしコストを削減すると共に医療の質も上げることに繋がっている。英国ではこれらのような細かいポリ
シーがたくさんあり、試行錯誤が繰り返され日々医療サービスの改善に努めている。ぜひイギリスに行った
らこのような細かいところに目を向けるのも面白いかもしれない。
６．オックスフォードの特徴
様々な大学が選択枝にある中、私がオックスフォードを選んでよかった点について少し述べたいと思う。
まず、オックスフォード大学は３８カレッジの集合体であり、医学生もさまざまな異なるカレッジに所属して
いる。留学生としてオックスフォードに行く場合は、派遣期間中 Green Templeton College（GTC）の
honorary member となる。私は今回 GTC の寮に滞在したのだが、経済的に余裕があればとてもおすすめ
したいところである。寮は写真の通りシェアハウスのようになっていて、様々な学部生が暮らしている。私
が住んでいた家には他にもオランダからの臨床短期留学生が一人とオーストラリアからの研究留学生が一人
いた。学部生も世界中から集まっているため social science を勉強しているイタリア人やトルコ人も一緒に
暮らしていた。GTC の寮に滞在しているとイベントに参加する機会が多く、さまざまな人と交流するチャ
ンスが増える。GTC に滞在しないにしてもぜひ一度は GTC の formal dinner に参加することをおすすめし
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たい。そのような formal dinner を行っている大学はイギリスでも少なく、「real Oxford feeling」を味わう
にはとても良いイベントだったと思う。また、オックスフォードでは「elective buddy」制度があり、現地
の医学生１人とマッチされ交流できる。私がマッチされた相手は Trinity College に所属していた学生で、
そこの formal dinner にも参加させてもらえた。
先ほども少し述べたが、オックスフォード大学の最大の特徴は世界中から学生が集まっていることである
と思う。今回私が滞在していた間は、同じ臨床留学プログラムにオランダ、イタリア、コロンビア、アメリ
カ、ハンガリー、ポルトガル、カナダ、ニュージーランドから医学生が来ていた。イギリスに行ったはずな
のに、いつの間にか様々な国について知ることが多くなり、かけがえのない友達が増えていった。オックス
フォードに行ったことで、自分の視野がイギリスを遥かに越えて開けていくような感じがした。
実習初日にオックスフォードの学生証が配られるのだが、この学生証を提示することでオックスフォード
の全てのカレッジに無料で入ることができる。その中でもおすすめなのが Oxford city centre に位置する
Radcliffe Camera であり、ここは Bodleian Library の一部であるがパブリック開放がされていない。中は
とても綺麗で贅沢な閲覧室となっている。カレッジはどこも学内 LAN が入るため、コンピューターを持参
して Radcliffe Camera で勉強するのも休日の良い過ごし方かもしれない。
７．What to expect?
イギリスにおける臨床実習、そして特にオックスフォードの AGM で何が期待できるのかについて少し触
れておきたいと思う。もしイギリスの医療システムに興味があるのなら英国で実習することにはかなり大き
な意味があると思う。特に AGM では General Practitioner（GP）との関係、ambulance service との関係、
専門科との関係など全体を見渡すにはとてもいい場所である。個人的には日本にないトリアージに興味が
あったため、トリアージナースをシャドー出来たことはとても良い経験になった。
臨床推論を勉強するにはどうか。これに関しては、イギリスよりはアメリカの方が優れているように感じ
た。しかし学生の立場からは日本より圧倒的に患者さんに関わる機会が多いため、採血などの手技を習得す
るのはもちろん、医療面接もしっかり行える機会が多い。細やかな指導を求めるならば専門科で実習するの
がいいと思うが、とにかくたくさんの症例が診たいのならば AGM は適している。先生方は忙しいため自主
性がかなり問われる場所であり、逆に言えば自分でやりたいことがあれば積極的に行える科でもある。
他の留学生からの話を聞くと、実習する科により得られる経験も全く異なり、担当のコンサルタントに
よって受ける指導も全く異なってくる。医学英語の準備などをしていくのはもちろん大事だが、実習を行う
科についても下調べに時間を割くことで実習を更に有意義にすることができると私は感じた。これからいか
れる方は、過去に派遣された先輩方に話を聞くことで損はないと思う。もし私から提供できる情報があれ
ば、下記のメールアドレスに連絡を頂けたらと思う。一生に一度の経験なので、ぜひ自分の納得のいくもの
にしてほしい。
上：寮で開いたホームパーティーの様子
左：Green Templeton College 寮の外観
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８．実習スケジュール
月曜日：昼間は病棟業務→Night take（９PM－９AM）
火曜日：Take 後回診→病棟業務
水曜日：Day take（９AM－４PM）→Take 後回診
木曜日：病棟業務
金曜日：病棟業務
土曜日：Evening take（４－９PM）（自由参加）
日曜日：Evening take（４－９PM）（自由参加）
大まかな実習の予定は上記の通りである。まず「take」というのは救急部から新患を受け入れる日であ
り、医療面接を行うのは take の日になる。Take は３交代制になっていて、チームごとに１ヶ月の take の
予定が実習初日に渡される。土日は学生は自由参加になるため平日に take が２回あると思っておけば良
い。Take の後には必ず post-take ward round というものがあり、コンサルタントと一緒に take 後の回診
を行う。ここで学生は診察した患者さんを全て上級医にプレゼンテーションすることが義務となる。初めは
１～２人の患者さんを診るので精一杯だが、慣れてくれば３～４人診ることも可能であり、自分のペースに
応じて調整することが可能である。
Take でない日は take で受け入れた病棟の患者さんを診る。基本的には自分の受け持ち患者をフォロー
することが学生の仕事となるが、学生向けの講義などがあれば他の学生と一緒に参加するのも良い。特に木
曜日には学生によるプレゼンテーションがあるのだが、これは刺激的でとても勉強になるものであった。
ディスカッションが最も出来る場でもあるため、参加すると楽しいと思う。講義の中で最もおすすめなのは
Dr. Blackwood の循環器レクチャーである。もう退職された先生なのだが、ずっと学生教育のために毎週大
学に来てレクチャーを行ってくれている。病態生理からわかりやすく説明し、その上先生の臨床経験から心
疾患を実践的に臨床的視点からも見ることができる。
実習でメインに学ぶものではないかもしれないが、イギリスで出来ることは手技の取得である。採血や
ルートとりは学生の仕事であり、これらを積極的に行うことで将来のためにも役立つ手技を身につけること
が出来る。オックスフォードでは定期的にスキルスラボを開催しているため、きちんと手技を学びたければ
スキルスラボで教育を受けることも可能であるし、phlebotomist から手技を学ぶことも appointment をと
れば可能である。運がよければ lumbar puncture などを行う機会に遭遇することもある。
スケジュールのみを見るとかなりタイトなように思えるが、実際かなり自由が利くので自分に合わせて調
整することは十分可能である。Take の日はどうしても忙しく、帰りも遅くなってしまうことが多いが、他
の日は病棟業務が落ち着けば図書館に行くのも良いし、患者さんを診に行くのも良い。私は救急部に行った
り、phlebotomist と採血の練習をしたり空き時間は好きなことをして過ごしていた。
John Radcliffe 病院内にある Cairns Library はとても良い図書館で、必要な教科書は全て揃っている。医
Radcliffe Camera 内 John Radcliffe Hospital 外観
富山大医学会誌 ２４巻１号 ２０１３年130
学のほとんどの分野の教科書が置いてあるため、疫学の教科書などあまり日本で見ないような教科書を貸し
出して読んでみたりと本を見るだけでもとても楽しい場所である。「Cheese and Onion」とそのブックカ
バーの色にちなんで付けられている名前を持つ Oxford Handbook of Clinical Medicine は特に実習の必需品
であり、リファレンスとしてとても便利である。この本は Blackwell's Bookshop や Oxford University Press
Shop などで容易に入手できる。
９．謝辞
今回の実習は、本当にたくさんの人の力を借りずには実現できなかった。プログラムに応募するにあたり
出身大学から得たサポートには感謝の気持ちでいっぱいです。オックスフォード大学ではプログラムをコー
ディネートしていただいた Carolyn さんや病院で関わった Dr. Mathieson をはじめ医療スタッフの皆様、本
当に充実した実習期間にして下さりありがとうございました。財団から英国の大学に派遣された皆様やオッ
クスフォード大学生、留学生の支援などがなければ乗り越えられない辛さもありました。４週間のイギリス
で得られた経験は、必ず自分の将来に生かし、社会に貢献をすることで返していきたいと思います。今回繋
がりを持つことができた人達とは、いつかまた再会できることを信じこれからも頑張っていきたいと思いま
す。本当にありがとうございました。
実習にあたり必要だった経費
交通費（航空運賃除く） Heathrow⇔Oxford 往復 £２６
Oxford 内バス１ヶ月定期 £４０
Oxford⇔London 往復 £１３
Oxford⇔Bath 往復 £５．５０
寮費 Green Templeton College accommodation £４２０／４weeks
食費 １日£１０前後
Green Templeton College formal dinner £１８
通信費 携帯 SIM £３０（１ヶ月３G 使い放題＋３００minutes＋３０００texts）
e-mail: t.tamura２０１４＠gmail.com
何かお手伝い出来ることがあれば気軽にご連絡ください。
Green Templeton College formal dinner にて
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